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一
般
質
問

議員のつぶやき
未

鹿島区敬老会

答　

新
た
に
「
市
民
と
の

対
話
の
日
」
を
設
定
で
き

る
か
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　

敬
老
会
は
、
各
区
特

色
の
あ
る
開
催
に
す
べ
き

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答　

３
区
同
一
日
の
開
催

や
、
記
念
品
の
統
一
の
調

整
を
行
っ
て
い
る
。

問　

統
一
し
な
い
で
、
各

区
特
色
の
あ
る
敬
老
会
開

催
は
ど
う
か
。
鹿
島
区
で

は
、
今
年
度
か
ら
名
簿
が

寺内 安規 議員

問　

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て
伺
う
が
、行
政
サ
ー

ビ
ス
や
地
域
づ
く
り
を
平

準
化
す
る
だ
け
で
は
分
権

を
生
か
す
合
併
に
な
っ
て

い
な
い
。

　

分
権
分
散
型
の
合
併
に

す
る
た
め
に
、
３
区
そ
れ

ぞ
れ
で
特
色
の
あ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
、
地
域
づ
く

り
を
継
続
す
べ
き
と
思
う

が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

各
自
治
区
の
住
民
が

「
伸
ば
し
た
い
」「
残
し

た
い
」
地
域
の
良

さ
が
生
き
る
地
域

づ
く
り
や
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
選
択

に
留
意
し
な
が
ら

進
め
る
こ
と
に
す

る
。

問　

２
ヶ
月
に
一

度
位
、
在
庁
の
日

を
予
告
し
、
市
長

と
話
が
出
来
る

「
市
民
と
対
話
の

日
」
制
定
の
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

市
長
の

市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

❶ 

地
域
協
議
会
の
意
見
の

反
映
に
つ
い
て

❷ 

区
役
所
長
の
権
限
と
責

任
の
あ
り
方
に
つ
い
て

❸ 

鹿
島
駅
ト
イ
レ
の
整
備

に
つ
い
て

郡　 俊彦 議員

無
く
な
っ
た
が
、
名
簿
が

欲
し
い
と
の
声
も
多
く
あ

る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
み
る
べ
き
と
思
う

が
考
え
を
伺
う
。

答　

実
行
委
員
会
組
織
で

敬
老
会
を
開
催
し
て
い
る

の
で
、
委
員
の
方
々
と
意

見
の
交
換
を
し
、
よ
り
良

い
方
向
に
も
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ちょっとホンネ
　予算が確保されている
鹿島駅トイレ整備はなぜ
遅れているのか。早期整
備を願う。

サ
ー
ビ
ス
を

サ
ー
ビ
ス
を

維
持
で
き
る
財
政
確
保
を

維
持
で
き
る
財
政
確
保
を

議員のつぶやき
未

価格補償が廃止された春菊農家

を
聞
い
て
対
応
で
き
る
段

取
り
が
望
ま
れ
る
が
。

答　

創
意
工
夫
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

問　

合
併
で
良
い
所
に
併

せ
た
積
み
重
ね
が
年
間

２
億
４
千
万
円
、
こ
の
財

源
を
安
定
的
に
支
え
る
財

政
計
画
が
必
要
だ
が
。

答　

事
業
評
価
を
行
っ
た

上
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド

ビ
ル
ド
（
取
捨
選
択
）
で

財
源
の
確
保
を
図
る
。

問　

危
な
い
と
思
わ
ざ
る

問　

来
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
で
５
％
（
施
設

維
持
管
理
・
一
般
経
費
）、

10
％
（
補
助
金
・
ソ
フ

ト
事
業
）、
20
％
（
建
設

事
業
・
修
繕
事
業
）
前
年

比
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
で
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
削
減
に
な
る
。

答　

全
体
を
総
合
的
に
見

直
す
。
サ
ー
ビ
ス
削
減
の

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

問　

昨
年
９
千
457
万
円

の
事
務
事
業
見
直
し
を

行
い
、
敬
老
祝
い

金
な
ど
約
７
千
万

円
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
削
減
が
あ
っ

た
が
、
新
年
度
も

同
様
に
進
め
る
の

か
。

答　

総
合
的
に
見

直
し
作
業
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問　

昨
年
を
反
省

し
、
予
算
計
上
前

に
市
民
に
示
し
、

議
員
が
市
民
の
声

そ
の
他
の
質
問

❶ 

財
政
計
画
の
現
状
と
今

後
の
見
直
し

❷ 

地
域
協
議
会
と
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
の
あ
り
方

❸ 

養
護
学
校
誘
致
に
つ
い

て
を
得
な
い
。
来
年
度
小
学

６
年
ま
で
、
通
院
も
医
療

費
無
料
に
す
る
と
市
長
は

表
明
し
た
が
、
い
く
ら
か

か
る
か
検
討
さ
れ
て
い
る

か
。

答　

組
織
で
検
討
し
て
な

い
。
市
長
の
思
い
と
し
て

述
べ
ら
れ
た
。
具
体
化
さ

れ
た
段
階
で
財
源
確
保
も

考
え
る
。

ちょっとホンネ
　財源ぬきで市民に約
束。市当局も大変だが、
シーリングを丸投げされ
る下がもっと大変。
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議員のつぶやき
未

風評被害が懸念される看板

者
に
対
し
、
国
、県
、市
三

者
協
議
の
上
、
撤
去
通
告

書
を
持
参
し
、
違
法
性
を

説
明
し
て
い
る
。
早
急
な

撤
去
を
指
導
中
で
あ
る
。

問　

事
実
の
な
い
「
米
野

菜
売
れ
な
い
」、「
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
命
取
ら
れ
る
」
等

の
不
適
切
看
板
が
、
地
域

住
民
の
迷
惑
を
顧
み
ず
放

置
さ
れ
て
い
る
。
人
災
な

ど
、
事
故
発
生
へ
の
処
理

は
。

答　

県
条
例
に
基
づ
き
撤

去
の
指
示
を
し
て
い
る
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
看
板

坂本 恒雄 議員

問　

原
町
西
部
地
区
の
大

雨
時
の
被
害
防
止
の
笹
部

川
整
備
見
通
し
は
。

答　

総
事
業
費
は
20
億
５

千
万
円
で
、
24
年
度
ま
で

に
大
木
戸
東
方
橋
ま
で
完

成
予
定
で
あ
る
。

　

上
流
は
未
予
定
。
雲

雀
ヶ
原
西
部
に
浸
水
被
害

が
あ
っ
た
。
県
は
一
時
改

良
区
間
と
し
て
、
ま
た
市

は
重
点
要
望
箇
所
の
考
え

で
あ
る
。

問　

有
害
鳥
獣
の
被
害
広

報
及
び
住
民
協
力
体
制

は
。

答　

南
相
馬
市
の
サ
ル
・

イ
ノ
シ
シ
新
聞
を
発
行
し

た
り
、行
政
、捕
獲
隊
（
各

区
20
名
）
や
地
域
住
民
の

理
解
と
協
力
を
得
て
、
農

作
物
の
被
害
防
止
を
図

る
。

問　

南
相
馬
市
の
イ
メ
ー

ジ
を
悪
く
す
る
設
置
看
板

の
取
り
扱
い
は
。

答　

県
道
や
市
道
等
の
設

置
看
板
は
、
道
路
管
理
や

安
全
上
の
問
題
か
ら
設
置

安
全
で
安
心
し
て

安
全
で
安
心
し
て

住
め
る
地
域
構
築

住
め
る
地
域
構
築

そ
の
他
の
質
問

❶ 

有
機
農
業
の
現
状
は

❷ 

環
境
に
や
さ
し
い
安
全

安
心
な
農
作
物
の
Ｐ
Ｒ

は
❸ 

学
校
給
食
な
ど
へ
の
地

産
地
消
の
推
進
策
に
つ

い
て

渡部 一 議員

を
立
て
た
方
の
責
任
で
請

求
し
執
行
さ
れ
る
。

問　

県
道
相
馬
浪
江
線
の

安
全
確
保
と
歩
道
整
備

は
。

答　

平
成
20
年
度
よ
り
480

ｍ
、
幅
員
2.5
ｍ
で
計
画
的

に
事
業
推
進
を
図
る
。

　

市
は
歩
行
者
の
安
全
確

保
の
た
め
早
期
完
成
に
向

け
た
要
望
を
し
て
い
く
。

ちょっとホンネ
　産廃関係看板設置はま
じめに働く農業生産者及
び市民生活を脅かす責任
逃れの違法行為。

中
学
校
卒
業
ま
で

中
学
校
卒
業
ま
で

医
療
費
無
料
化
を

医
療
費
無
料
化
を

議員のつぶやき
未

診療風景

　

い
つ
ま
で
検
討
し
て
い

る
の
か
。
情
け
な
い
。

　

検
討
は
と
っ
く
に
終

わ
っ
て
下
さ
い
。
市
長
選

挙
で
は
、
誠
に
不
十
分
な

公
約
で
終
わ
ら
な
い
で
下

さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増

設
を

問　

南
相
馬
市
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

待
機
者
は
、
400
人
に
及
ん

問　

当
市
の
入
院
無
料
化

は
小
学
校
卒
業
ま
で
だ

が
、
県
内
の
46
％
の
市
町

村
が
中
学
校
卒
業
ま
で
無

料
に
な
っ
て
い
る
。

　

通
院
で
は
、
当
市
は
小

学
校
入
学
前
ま
で
だ
が
、

こ
れ
は
県
内
最
低
レ
ベ
ル

だ
。
小
学
校
卒
業
ま
で
が

18
市
町
村
、
中
学
校
卒
業

ま
で
が
22
市
町
村
で
、
合

計
68
％
に
及
ん
で
い
る
。

　

実
態
は
、
子
ど
も
を
大

切
に
し
な
い
南
相

馬
市
に
な
っ
て
い

る
。

　

即
刻
、
入
院
、

通
院
と
も
に
、
中

学
校
卒
業
ま
で
医

療
費
無
料
化
を
実

現
す
べ
き
で
は
。

答　

国
の
子
育
て

施
策
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
も
、
子

育
て
家
庭
に
対
す

る
経
済
的
負
担
軽

減
を
視
野
に
総
合

的
に
検
討
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

電
源
立
地
市
長
は
、
毅

然
と
し
た
姿
勢
を

❷ 

大
甕
産
廃
公
約
は
ど
う

な
っ
た

❸ 

農
業
者
個
別
所
得
補
償

制
度
で
稲
作
は
ど
う
な

る
で
い
る
。
400
人
が
、
今
か

今
か
と
空
き
を
待
ち
続
け

て
い
る
。

　

市
は
、
直
営
、
民
営
を

問
わ
ず
特
養
ホ
ー
ム
増
設

施
策
を
緊
急
に
講
ず
る
べ

き
だ
。

答　

次
期
の
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
。

ちょっとホンネ
　いつまでたっても、検
討をするという計画書作
りだけになっていません
か。

一
般
質
問




